
        
        
        

  
  

  

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共に生きること共に生きること共に生きること共に生きること

を学ぶを学ぶを学ぶを学ぶ  
 

倫理教育のための異文倫理教育のための異文倫理教育のための異文倫理教育のための異文

化・諸宗教プログラム化・諸宗教プログラム化・諸宗教プログラム化・諸宗教プログラム 

 

ファシリテーターと教育者のためのツーファシリテーターと教育者のためのツーファシリテーターと教育者のためのツーファシリテーターと教育者のためのツールルルル
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１５カ国と ７つの地域において 総勢４７１人が参加してテスト使用されました。  
 詳細は倫理教育委員会までご連絡下さい。詳細は倫理教育委員会までご連絡下さい。詳細は倫理教育委員会までご連絡下さい。詳細は倫理教育委員会までご連絡下さい。    
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Children 
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「共に生きることを学ぶ共に生きることを学ぶ共に生きることを学ぶ共に生きることを学ぶ」は異文化と諸宗教学習を推進する教育ツールです。１２歳以上の子どもや若者と一緒にワークショップ、会議、セミナー、学校、ユースキャンプといった様々な設定において使用可能です。  
モジュールモジュールモジュールモジュール 1111：自分と他者を理解する：自分と他者を理解する：自分と他者を理解する：自分と他者を理解する

ための道ための道ための道ための道        

モジュールモジュールモジュールモジュール 2222：共に世界を変える：共に世界を変える：共に世界を変える：共に世界を変える    

        「共に生きることを学ぶ」は「共に生きることを学ぶ」は「共に生きることを学ぶ」は「共に生きることを学ぶ」は    
        

•         ４つの倫理的価値観、「尊敬尊敬尊敬尊敬」、「共感共感共感共感」、「和和和和解解解解」、「責任責任責任責任」に重点を置いています。 
•     「自分と他者を理解する自分と他者を理解する自分と他者を理解する自分と他者を理解する」と「共に世界を変え共に世界を変え共に世界を変え共に世界を変えるるるる」という２つの学習モジュールを含み、倫理的価値観が全体を通して組み込まれています。  

  
 

「共に生きることを学ぶ」「共に生きることを学ぶ」「共に生きることを学ぶ」「共に生きることを学ぶ」は子どもたちが十分な発達と教育を受ける権利の実現に寄与します。世界の子どもたちが固定観念を持たずに他者とかかわりを持ち、平和の構築者となる手助けをし、他の文化や宗教を持つ人々とともに共有し学ぶことができるようにします。 
 


